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がん細胞のエネルギーを制御し、増殖を抑える方法を明らかに！

岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科 創薬科学専攻 

赤尾 幸博 教授

「形状」ではなく「物質」に着目し、高速で判別できる画像認識手法を開発
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22 お知らせ

23 岐阜大学基金

巻末 公開講座のご案内

　岐阜大学サテライトキャンパスにおいて、文部科学省科
学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（連携型）」清流の国輝くギフジョ支援プロ
ジェクトの一環として、「女性研
究者キャリアパス支援講演会」
を開催しました。岐阜大学の教
職員をはじめ、連携機関の教職
員や研究者、一般市民の方61
名の参加があり、今後の事業主
体や社会のあり方等を考える
非常に良い機会となりました。

　医学系研究科にとって初の秋季入学式「平成28年度
医学系研究科秋季入学式」を医学部長室にて執り行い、
大学院生２名が入学しました。医学系研究科は、4月若し
くは10月のいずれかを入学時期として選択でき、今回入
学の大学院生は10月入学を選択した初めての学生です。 
式典には、大学院生1名の
他、大学院生の指導教員で
ある松田准教授らが出席
し、湊口研究科長から大学
院生にお祝いと激励の言
葉が送られました。

女性研究者キャリアパス支援講演会【「居場所」
のない男と「時間」がない女】を開催しました

医学系研究科初の秋季入学式を
執り行いました

平成28年10月3日（月）

養老町・八百津町・農林水産省東海農政局
と連携に関する協定を締結しました

平成28年10月14日（金）・12月1日（木）・平成29年2月7日（火）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2016→Mar.2017Topics

広西大学（中国：大学間協定校）で、岐阜大
学フェア in 広西大学を開催しました

　「岐大祭」は、学生の正課研究、
学術文化活動及び課外活動の祭
典です。今年のテーマは「輪」。
岐阜大学生と地域住民が交流
し、いろいろな繋がりを持ち、さ
らにその繋がりを大きくしてい
きたいとの願いのもとで開催さ
れました。雨天となってしまっ
た日もありましたが、多くの企
画が学生主体で創り上げられ、
多くの方にご来場いただきまし
た。ありがとうございました。

第68回岐大祭が開催されました

平成28年10月26日（水）

平成28年10月27日（木）～30日（日）

　多様な分野で包括的に緊密な協力関係を築き、持続的・
発展的に連携を深め、活力のある地域社会の形成及び発展、
未来を担う人材育成に寄与することを目的に、地方自治体
と連携に関する協定を締結しました。10月14日（金）には
養老町、12月1日（木）には八百津町と協定を結び、移住・定
住、防災への対策推進や人材育成、地域文化の振興、地域コ
ミュニティ活動の活性化などについて取り組むため、協議を
進めていく予定です。また、岐阜大学と農林水産省東海農政
局は、２月７日（火）、人材育成や農村振興に関しての連携協
定を締結しました。本学と東海農政局は、既にいくつかの取
り組みで連携をとっていましたが、大学全体での包括的な
連携を一層強めていくことを目的として、このたび協定を

締結する運びとなりました。今後、本学と東海農政局は、よ
り緊密な協力関係を築き、持続的・発展的に連携を深めてい
くこととしています。

　岐阜大学の協定校である広西大学（中国：南寧市）で、「岐
阜大学フェアin広西大学」を開催しました。この行事は、本
学や岐阜の特徴等、海外の協定校を会場としたフェアでア
ピールすることを目的として、今回初めて開催されました。
当日は、本学紹介ポスターや「のみやすい」「やさ茶」等の展
示が行われ、会場は多くの来場者で賑わいました。

平成28年10月4日（火）
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　高山市の飛騨・世界生活文化センターにおいて「岐阜
大学フェア in 高山」を開催し、延べ約700名の方に来場
いただきました。本フェアは平成21年から毎年実施し、
今回はテーマを「学び、究め、
貢献する岐阜大学－ひだでス
テップ×ひだにプラス－」と
して、初めて岐阜市を離れて
高山市内で、主に飛騨地域の
高校生を対象に開催しまし
た。本学の取り組みや活動な
どを広く知っていただく良い
機会となりました。

　同窓会連合会を、各学部同
窓会会員に対し大学の近況
を報告するとともに、それぞ
れの学部同窓会の状況を意
見交換することにより、相互
の理解を深め、大学と同窓会
との連携及び学部同窓会間
の連携をより一層推進する
ことを目的として、平成28
年度より開催しています。次回開催が近づきましたら所
属の同窓会から案内をお送りしますので、引き続き、多く
の方のご参加をお待ちしております。

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2016→Mar.2017Topics

　岐阜大学の学生のみなさんに知って
欲しいデータをまとめたリーフレット

「データで知る岐大生2017」を発行し
ました。学生1人が1年間に図書館で借
りる本の数や、岐阜県内に就職した卒
業生の割合など、データを掲載してい
ます。大学生活を身近に感じるパンフ
レットとしてご活用ください。

QRコードから
「データで知る岐大生」
をチェック!!

「岐阜大学フェア in 高山」を開催しました

第2回同窓会連合会の集いを開催しました

データで知る岐大生

　長良川国際会議場にて、平
成28年度学位記授与式を行
い、学部学生1263人、大学
院学生527人が卒業・修了
しました。森脇学長は「修得
した叡智をもって広く人類
に貢献するという志を持ち、
キャリアを積み上げて頂き
たい」と激励。2人の在学生
代表が送辞を述べた後、卒業生代表の応用生物科学部森
直人さんと修了生代表の工学研究科田口雄太さんが、そ
れぞれ力強く答辞を述べました。

平成28年度学位記授与式を行いました
平成29年3月25日（土）

　平成28年度に旧早野邸セミ
ナーハウスにおいて「岐阜大学
出前講座」を全5回開催いたし
ました。全体を通して、のべ173
人の方に来場いただきました。
本講座は、平成28年度より、セ
ミナーハウスにおいて、本学の
教育研究の成果を定期的に発信
する場や、地域の皆さまの学びの場となることを目的と
して開催しているものです。平成29年度も平成28年度
を上回る全８回の出前講座を予定しています。

岐阜大学出前講座（旧早野邸セミナーハウ
スで開催）は平成29年度も開催します

平成29年1月21日（土）

　第48回岐阜大学フォーラム「環境ユニバーシティフォー
ラム」を開催しました。この行事は、本学が「環境ユニバー
シティ宣言」した11月を岐阜大学環境月間と定め、関連行
事として毎年開催しているものです。今回は、岐阜県立国
際園芸アカデミー学長の上田善弘氏を講師にお招きし、学
内外から94名の参加者がありました。今後も本学は、様々
な知識を集結して環境対策を推進していきます。

第48回岐阜大学フォーラム「環境ユニ
バーシティフォーラム」を開催しました

平成28年11月2日（水）

平成28年11月12日（土）・13日（日）

平成29年3月6日（月）

　岐阜県若者の選挙意識を高める会
（本学学生有志団体）及び岐阜大学
が、岐阜県選挙管理委員会より「第
24回参議院議員通常選挙岐阜県選挙
管理委員会表彰」を受けました。これ
は、平成28年7月の参議院議員通常
選挙の啓発にあたり、明るい選挙に努
めた功績が顕著であったとして、岐阜県選挙管理委員会に
よる表彰を受けたものです。

「岐阜県若者の選挙意識を高める会（本

学学生有志団体）」及び本学が岐阜県選挙
管理委員会から表彰を受けました

平成28年11月30日（水）

ISO14001（環境マネジメントシステムの国際

規格）: 2015版の認証を取得しました

「平成28年度ライブラリアンの教育学習支
援力コンテスト」で本学図書館が最優秀
賞を受賞しました

　岐阜大学は、外部審査
機関による環境マネジ
メントシステムの国際
規格ISO 14001の維持
審査、ならびに平成 27
年9月に改正されたISO 
14001:2015規格への移行審査を平成28年10月12日・
13日に受審し、平成28年12月9日付けで認証を受けま
した。また、それに伴い新しい審査登録証が発行されま
した。審査員からは、環境マネジメントシステムが継続
的に改善されていることが高く評価されました。

　東海北陸地区国立大学図書館協会
が主催する「平成28年度ライブラリ
アンの教育学習支援力コンテスト」
において、岐阜大学図書館が最優秀
賞を受賞しました。このコンテスト
は、東海北陸地区国立大学図書館協
会に所属する図書館から応募のあっ
た「教育学習支援活動の事例」について優れた取り組みが表
彰されるもので、図書館職員の学習支援力向上や、学生の図
書館活用力及び情報リテラシーの向上を目的としています。

平成28年12月9日（金）

平成29年1月6日（金）

　グローカル推進本部は、
岐阜大学として２回目の
実施となるウィンタース
クールを開催しました。本
年度は、ジョイント・ディグ
リープログラム（連携する
大学間で開設された共同プログラムを修了した際に、複
数の大学が共同で単一の学位を授与するもの）の設置を
視野に入れて、前年度の実施校のインド工科大学グワハ
ティ校（IITG）に加え、マレーシア国民大学（UKM）から
も学生を受け入れています。

第 2 回ウィンタースクールが
行われました

平成28年12月5日（月）～22日（木）

　岐阜大学サテライトキャンパスにて、大学院連合創薬
医療情報研究科創設10周年記念行事を開催しました。
連合創薬医療情報研究科では、今後も創薬・医療情報・ト
ランスレーショナルリサーチをキーワードとした教育・研
究・人材養成の場としてグローバルな展開を遂げるとと
もに、キャンパス内のハブ的な役割を更に高めるべく取
り組んでいきます。

大学院連合創薬医療情報研究科創設10周年
記念行事を開催しました

平成28年11月25日（金）
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工学部：機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ

県内企業での実践型演習で
ものづくりへの理解を深め、
活きた課題の解決に取り組む。

演 習 先 企 業 で の 課 題 解 決 事 例
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特　集

岐阜大学と、県内企業や地域金融機関、岐阜県が一丸
となって推進するプロジェクトの一環として、平成28年
に開講された工学部の授業「機械工学創造演習・知能
機械工学演習Ⅲ」。現場での課題解決を通して創造性を
育み、次世代のイノベーションを創出する高度な技術を
備えた人材の養成に取り組んでいます。

「地域に根ざした国際化」を研究・教育の両面で展開し、その成果を地域社会に還元することを目指す岐阜大学。

「地域」や「世界」での学びを通して、世界中どの地域でもその地域課題の解決に取り組むことができる

グローカル人材の育成に力を入れています。

本特集では、岐阜大学各学部での特徴的な教育プログラムを取り上げ、

地域社会の実践的な国際化と成果の地域還元による相互の発展に貢献する岐阜大学の人材育成を紹介します。

岐阜大学工学部が、平成28年に開講した「機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ」。特定分野の理解を深め、企業で
のものづくりに対する姿勢を知ることを目的に、県内企業の経営者・技術リーダーによる企業の魅力を伝える講義や受け入
れ企業で現場の課題解決をテーマとする演習を実施。授業最終日には、関係者約300人の前で演習の成果を報告するプ
レゼンテーションを行います。演習課題に取り組んだ学生と演習先企業の担当者に話をうかがいました。

学びのフィールドは
地域×世界

大胆で自由な発想に感心しました。
当社を知ってもらえたのもうれしいです。

学生から提案された改善案は、想像以上に素晴らし
かったです。発想が大胆で自由。「なるほど！」と感心さ
せられるとともに、日頃、私達が先入観にとらわれている
ことに改めて気付かされました。改善案の中には非常に
優れたものがあり、改良を重ねて実際に生産ラインに取
り入れていく予定です。学生には、改善案を考えてもらう
だけでなく、アルミ板でモデルを試作し、それを生産ライ
ンに実装して動作確認や評価を行うところまで実践して
もらいました。一連の作業を通して、アイデアを形にする
醍醐味や難しさを体感してもらえたと思います。

今回の演習で特に印象に残っているのは、学生が苦労
しながらも終始楽しそうに取り組んでいたことです。私
自身、若い感性を持った学生との交流はとても刺激的で
楽しめました。洞戸工場でウィダーinゼリーを生産して
いることや生産現場の様子など、当社のことを深く知っ
てもらえたのもうれしいですね。

文化元年に秋田杉の材木商として創
業。明治20年に養蜂事業を始め、200
年を超える歴史を持つメーカー。養蜂
器具やミツバチの販売だけでなく、は
ちみつやローヤルゼリー、プロポリスと
いった蜂製品の加工・販売など、養蜂全
般を手掛ける。今回の演習はゼリー飲
料のOEM製造を行う洞戸工場で実施。

CASE 1

秋田屋本店株式会社

こんな会社です

演習課題	 	ウイダーinゼリー生産ラインに
おける改善策の検討

株式会社秋田屋本店
洞戸工場 指導役

武藤 幸彦 さん

演習先担当者

まずは、もっと県内企業の魅力を知ってもらいたいです。
岐阜県の産業を担う若い人材の育成・定着を目的に立ち上げられた「産学金官連

携人材育成・定着プロジェクト」。人材確保が大きな課題となっている県内企業、地域
人材の育成を担う岐阜大学、県内企業の成長を支援する地域金融機関、地域の行政
を担う岐阜県が一体となり、平成28年度から本格的に事業をスタートしました。

プロジェクトの一環として行われた「機械工学創造演習・知能機械工学演習Ⅲ」で
は、学生に日本を支える優れた技術力を体感し、ものづくりへの興味を深め、県内企
業の魅力を知ってもらうことを目的としています。初年度は岐阜大学工学部3年生が
県内企業13社で演習を実施。参加した学
生からは「ものを一から作る楽しさを感じ
た」「企業の方々からの期待を実感した」、
演習を受け入れた企業の方々からは「学生
の新鮮な発想に触れ、社員にも刺激になっ
た」「県内には、面白くて、元気で、温かい企
業があることを知ってもらえた」などと感
想をいただき、学生と企業の双方に実りの
多い演習になりました。

参加学生インタビュー

演習受入企業インタビュー

岐阜大学工学部4年
機械工学科機械コース

松橋 仁
ひ と み

美 さん

地域
L O C A L

6岐大のいぶき　No.33  2017  Spring - Summer　｜7

株式会社オンダ製作所 様

アサヒフォージ株式会社 様

株式会社イマオコーポレーション 様

株式会社秋田屋本店 様

株式会社水生活製作所 様

株式会社岐阜多田精機 様

株式会社ギフ加藤製作所 様

株式会社ナベヤ 様

株式会社黒田製作所 様

株式会社樋口製作所 様

日晃オートメ株式会社 様

鳥羽工産株式会社 様

大垣精工株式会社 様

産学金官連携プロジェクト

受け入れ企業リスト



応用生物科学部
「地域ブランドと地域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」

地域ブランド「飛騨牛」
を通して、課題を認識し、
アイデアをまとめ、解決
策を提案する力を培う。

私
は
1
年
次
に
友
人
に
誘
わ

れ
て
こ
の
授
業
を
受
け
、
以
降

3
年
間
受
講
し
ま
し
た
。
飛
騨

牛
は
、
霜
降
り
の
多
い
肉
質
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
岐
阜
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
で
す
。
受
講
当
初

に
比
べ
る
と
、
講
義
や
文
献
の

調
査
、
実
習
か
ら
飛
騨
牛
の
知

識
が
か
な
り
広
が
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
1
、

2
年
次
の
現
地
実
習
や
3
年
次

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
す
。
農
家
さ

ん
か
ら
は
育
て
方
で
牛
の
性
格

が
変
わ
り
、
肉
質
ま
で
変
化
す

る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
ま
た
牛

舎
の
清
掃
や
飼
育
な
ど
の
体
験

を
通
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の

維
持
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
な
ど

を
実
感
と
し
て
掴
み
ま
し
た
。

最
終
的
な
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、

1
年
次
に
は
県
内
消
費
量
の
多

さ
に
注
目
。
そ
の
強
み
を
生
か

し
て
、
飛
騨
牛
を
味
わ
う
観
光

ツ
ア
ー
の
増
加
を
提
案
。
ま
た
、

2
年
次
に
は
霜
降
り
具
合
を
数

値
に
し
て
表
し
、
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
案
を
出
し
ま
し
た
。
毎

回
、準
備
は
大
変
で
し
た
が
、グ

ル
ー
プ
内
で
役
割
を
分
担
し
、

異
な
る
意
見
を
ま
と
め
た
経
験

は
今
後
も
役
立
つ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
3
年
間
で
飛
騨
牛
の

魅
力
に
気
付
き
、
岐
阜
の
こ
と

が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

一
次
加
工
品
の
理
解
が
増

し
た
の
で
、
今
後
は
二
次
加
工

品
の
研
究
に
生
か
し
、
将
来
は

食
品
系
の
企
業
に
就
職
し
た

い
で
す
。

飛
騨
牛
と
岐
阜
の

魅
力
を
再
発
見
し
、

将
来
の
道
も

広
が
り
ま
し
た
。

演 習 先 企 業 で の 課 題 解 決 事 例

演
習
で
苦
労
し
た
の
は
新
商

品
の
ア
イ
デ
ア
提
案
で
す
。
全

く
新
し
い
企
画
を
出
そ
う
と
試

み
ま
し
た
が
、な
か
な
か
い
い
ア

イ
デ
ア
が
思
い
浮
か
び
ま
せ
ん

で
し
た
。
ア
イ
デ
ア
提
案
の
締

切
が
迫
っ
た
頃
、
オ
ン
ダ
製
作

所
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
「
既

存
の
商
品
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出

し
、「
片
手
で
切
れ
る
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
思
い
つ

き
ま
し
た
。
家
で
料
理
を
す
る

時
、キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
が
片
手

で
切
れ
ず
、
不
便
に
感
じ
て
い

た
か
ら
で
す
。

ア
イ
デ
ア
が
ま
と
ま
り
、
試

作
品
を
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で

作
っ
た
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
。

た
だ
、
初
め
て
経
験
す
る
プ
レ

ゼ
ン
資
料
の
作
成
が
大
変
で
し

た
。「
文
字
ば
か
り
だ
と
読
ま
れ

な
い
の
で
、
写
真
を
大
き
く
す

る
と
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
、内
容
を
改
善
。相
手
に

ど
う
や
っ
た
ら
自
分
の
伝
え
た

い
こ
と
が
伝
わ
る
か
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

講
義
最
終
日
の
成
果
発
表
会

は
大
勢
の
人
か
ら
注
目
を
浴
び

て
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
練

習
の
甲
斐
あ
っ
て
、ア
イ
デ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
は
伝
え
ら
れ
た
と
思

う
の
で
、
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
イ
デ
ア
の
伝
え
方
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

学びのフィールドは地域と世界特集

岐阜大学応用生物科学部
生産環境科学課程 応用動物科学コース

八
や よ た

代田 真人 教授

「飛騨牛倶楽部」担当教員

JA全農岐阜
畜産部 畜産販売課

四
し か た

方 義人 さん

「飛騨牛倶楽部」外部講師

学生らしい視点の提案に期待を寄せています。
私はこの授業に外部講師として協力し、農家や関係機関

での現地視察やアテンドもしています。飛騨牛はJA全農岐
阜の中でも重要な品目です。肉質や衛生管理に定評があり
ますが、課題は首都圏での知名度。授業をきっかけに、学生
ならではの視点を取り入れ、振興に生かしていきたいです。
実際に「他の銘柄牛のウェブサイトより見劣りする」という
意見を反映し、改善を施しました。

飛騨牛倶楽部での学びや経験から、将来その生産や地
元の産業に関わり、岐阜県をさらに盛り上げたいと思う
学生が増えることを待望しています。

説得力のあるプレゼンに成長を実感しました。
学生にはこの授業を通じて、課題解決の方法を学び、地

域貢献できる人材になってほしいと願っています。授業の
特色の一つである現地実習では、飼育農家やセリ場の見
学し、子牛の減少や離農などの課題を理解していきます。
また、JA全農岐阜の方や農家、研究者を交えたグループ
ワークを通して、自らの考えを提示しつつ、多様な意見を
集約し、創造的な解決策を導く手法も身に付けます。

最後に、各自が飛騨牛ブランドの新たな展開案を発表し
た際、原価計算をもとにした新商品など、説得力のあるプレ
ゼンに成長の跡が見え、今後に大いに期待を抱きました。

学生が意欲的に演習課題に取り組んでくれて、
自分にとっても刺激になりました。

学生には、商品開発の楽しさや難しさを知ってもらい
たいと思い、新商品のアイデア提案からプレゼンに至る
一連の流れを演習で行いました。「身近にあったらいいも
の」というテーマで新商品を考えてもらったところ、多く
のアイデア提案があり、前向きな取り組み姿勢に私も刺
激を受けました。ただ、アイデアを形にして、その魅力を
人に伝える作業には苦労したようです。実際に弊社で使
用している提案書を使ってプレゼンをしてもらいました
が、最初はプレゼン用の資料も発表も、ポイントが曖昧な
ものが多かったです。しかし、本番の成果発表会では新商

品の強みにポイントを絞ったプレゼンが行われ、短い準
備期間の中で学生の成長を感じました。

私達企業にとって、この演習は学生に企業のことを
知ってもらういい機会です。私自身岐阜大学の卒業生で
すが、就職活動をするまで弊社のことを知らなかったの
で、今後もこうした取り組みを続けてほしいと思います。

業 界 トップ ク ラ ス の
シェアを誇る、継手、バル
ブ、パイプなど配管資材の
総合メーカー。材料・部品・
製品の設計・開発までワン
ストップで行い、全国19
カ所の営業拠点より販売。
自社企画製品が、2015年
度、2016年度グッドデザ
イン賞を受賞。今回の演
習は、関市の本社および工
場で実施。

CASE 2

株式会社オンダ製作所

こんな会社です

演習課題	 	商品開発（商品イメージの提案から3Dモデリングまで）

	 　配管技能講習、2D・3D	CAD研修、
	 　新商品アイデア提案、CADでモデリング、
	 　3Dプリンターでのサンプル作成、
	 　商品企画提案書の作成

株式会社オンダ製作所
商品開発本部

永原 稔
と し ひ さ

久 さん

演習先担当者

参加学生インタビュー

演習受入企業インタビュー

岐阜大学工学部4年
機械工学科機械コース

服部 晏
や す あ き

明 さん

地域
L O C A L
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応用生物科学部が開講している「地域ブランドと地
域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」。JA全農岐阜の協力
の下、集中講義と現地実習を通して、地域ブランド
のあり方や振興について学び、地域の課題解決を実
現する人材育成を図ります。

岐阜大学応用生物科学部3年
応用生命科学課程 食品生命科学コース

上田 裕紀 さん

地域にとけこみ活躍する人材の育成を目指す「大学COC事業」の一環として、平成26年に開講。応用生物科学部の教員の指導の下、JA全農岐阜の職員ら外部講師
による講義で、飛騨牛ブランドの立ち上げから現在までの取り組みを学習する。さらに、生産や販売の現場を視察し、関係者と意見交換を行いながら、飼育や販売戦
略における課題を認識。この講義の総括として、グループごとに今後の飛騨牛ブランドのあり方や振興策をまとめ、最終日にプレゼンテーションを行う。

「地域ブランドと地域振興Ⅰ～Ⅲ：飛騨牛倶楽部」



医学部：海外臨床実習プログラム／ 医療英語ワークショップ

医療現場において
英会話で対応可能な
グローバル医師を養成。

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
で
は
、
選
択
臨
床

実
習
期
間
に
お
い
て
、「
海
外
臨

床
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｐ
）」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
選

択
臨
床
実
習
期
間
と
は
、
岐
阜

大
学
で
の
実
習
を
行
っ
た
後
、

将
来
専
攻
し
た
い
診
療
科
や
研

修
し
て
み
た
い
病
院
を
選
び
、

さ
ら
に
実
習
を
行
う
期
間
の
こ

と
で
す
。
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
実
習
先

が
海
外
な
の
で
、
学
生
た
ち
に

は
、
最
低
限
の
英
語
力
を
身
に

つ
け
て
実
習
に
臨
ん
で
欲
し
い

た
め
、
厳
し
い
申
請
条
件
を
課

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
課
外
授

業
「
医
療
英
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
※
」
へ
の
８
割
以
上
の
出
席

や
臨
床
能
力
試
験
「
英
語
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
※
」
で
の
合
格
を
経
て
、
晴

れ
て
参
加
で
き
ま
す
。

Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
は
約

9
年
前
か
ら
試
行
錯
誤
し
つ
つ

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
の

目
的
は
医
療
現
場
に
お
い
て

世
界
の
多
様
な
文
化
に
触
れ
、

海
外
の
人
々
と
協
働
す
る
気
持

ち
を
持
つ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
」
を
育
む
こ
と
で

す
。
昨
今
は
め
ま
ぐ
る
し
く
国

際
化
が
進
み
、
素
早
く
海
外
の

医
療
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら

診
療
す
る
と
い
う
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
は
検

査
結
果
を
診
断
に
使
う
比
重
が

高
い
の
で
す
が
、
海
外
で
は
最

初
に
医
療
面
接
と
身
体
診
察
を

じ
っ
く
り
と
行
い
、推
論
し
て
、

そ
こ
か
ら
検
査
へ
進
む
と
い
う

医
療
方
針
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
に
、
医
療
英
語
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
留
学
生
に
模
擬

患
者
役
を
頼
み
、
英
語
で
の
医

療
面
接
を
行
い
、
英
語
力
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
成

す
る
の
で
す
。

ま
た
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｐ
で
は
医
学

生
1
人
き
り
で
約
1
カ
月
間
、

外
国
の
医
療
現
場
に
身
を
置

く
た
め
度
胸
が
つ
き
、
よ
り
多

く
の
医
療
英
語
と
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

て
帰
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た

成
果
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

伝
わ
り
、
よ
り
多
く
の
学
生
が

触
発
さ
れ
て
７
年
前
ま
で
は

10
人
程
度
だ
っ
た
参
加
者
が
こ

こ
２
年
で
20
人
以
上
に
増
え

ま
し
た
。
こ
の
実
習
を
経
て
実

際
に
海
外
の
医
療
機
関
で
働

く
卒
業
生
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
学
生
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
e
ラ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
カ
イ
プ
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業

を
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
医
療
英
語
の
教
材
や
、

１
年
次
か
ら
英
語
を
用
い
た
授

業
を
増
や
し
、
さ
ら
に
英
語
力

を
高
め
る
機
会
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
臨
床
実
習
に
参
加
し
た

い
と
思
っ
た
の
は
5
年
次
の
時

で
す
。「
視
野
を
広
げ
、新
し
い

観
点
で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」と
思
っ
て
い
た

上
に
、
海
外
勤
務
が
多
い
父
か

ら
の
「
学
生
の
間
に
海
外
へ
出

て
み
る
と
い
い
」
と
い
う
言
葉

も
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

実
習
は
シ
ド
ニ
ー
の
ロ
イ
ヤ
ル

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
血
液
内
科
で
行
い
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
多
民
族

国
家
な
の
で
、人
種
も
宗
教
も
さ

ま
ざ
ま
な
患
者
が
来
院
し
ま
す
。

同
一
民
族
の
日
本
と
違
い
、が
ん

の
告
知
と
い
っ
た
難
し
い
場
面
で

は
患
者
に
よ
っ
て
対
応
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
、苦
労
す
る
と
こ

ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
実

習
時
に
は
、指
導
医
が
深
刻
な
病

状
の
患
者
に
対
し
て
、手
を
握
っ

て
、目
を
見
て
、向
か
い
合
っ
て

い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。患
者
さ
ん
を
思
い
や
る
気
持

ち
は
万
国
共
通
な
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
た
と
と
も
に
、医
師
の

熱
意
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
の
は
想
像
以
上

に
言
葉
の
壁
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
日
本
以
外
の
国
で
は
医
学

教
育
は
英
語
で
行
う
こ
と
が
多

く
、
仲
良
く
な
っ
た
香
港
の
留

学
生
に
助
け
て
も
ら
う
場
面
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
香
港
で
は

小
さ
い
頃
か
ら
英
語
を
学
び
、

み
ん
な
当
た
り
前
の
よ
う
に

話
せ
ま
す
。
ま
た
臨
床
現
場
で

は
常
に
英
語
で
情
報
が
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
る
の
で
、英
語
が
で

き
れ
ば
簡
単
に
最
新
情
報
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
も
情
報
を
収
集
し
、
実
習
の

予
習
を
す
る
な
ど
努
力
は
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
世
界
と
日
本

の
医
学
生
の
違
い
を
感
じ
、
大

き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
臨
床
実
習
を
経
て
異
文

化
や
民
族
を
以
前
よ
り
も
容
易

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な

変
化
で
し
た
。
ま
た
言
語
が
違
っ

て
も
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
話
せ

ば
、気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
で

き
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
何
よ

り
、同
じ
志
を
持
つ
友
人
に
出
会

え
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
日
本
で
医
師
と
し
て

働
く
に
あ
た
り
、新
し
い
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
、一
生
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
一
カ
月
で
す
。

医
療
現
場
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
英
語
と
い
う

言
語
の
必
要
性
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。

実践的な医療英語を学べる参加型ワーク
ショップ。課外授業で履修単位にはなら
ないが、ECAP参加希望者は8割以上の
出席が必須となる。外国人医師や海外で
の臨床・研究経験を持つ日本人医師を学
外から招聘し、医療面接やプレゼンなど
のワークショップを英語で行う。全5回。

Objec t i ve  S t ruc tu red  C l i n ica l 
Examinationの略。客観的臨床能力試
験のこと。医療面接などのブースを10
分前後で回る実技などで、英語力やコ
ミュニケーション力などの臨床能力を
評価する。身体診察やカルテ記載など
試験内容も多岐にわたる。

岐阜大学医学教育開発研究センター
岐阜大学大学院医学系研究科 医学教育学分野

西
さ い き

城 卓也 准教授

「海外臨床実習プログラム」指導教員

※医療英語ワークショップ ※英語OSCE（オスキー）

岐阜大学医学教育開発研究センター

今福 輪太郎 併任講師

「海外臨床実習プログラム」指導教員

教務補佐員

早川 佳穂 さん

MEDCスタッフ

◯TOEFL ITP 550点以上（iBT 79点以上）
◯医療英語ワークショップへの8割以上の出席
◯一定以上の学業成績
◯英語OSCE受験（医療面接）

情報源として活躍
さまざまな相談に対する学生たちの窓口

となり、例えば英語の履歴書作成については
今福先生へ、など情報入手先のパイプ役を
行っています。また実習先での不安や心配に
ついて答えられるように、先輩の学生からな
るべく多くの情報を得る努力もしています。
今後も常に情報を更新しながら、学生を支え
ていきたいと思います。

学生と同じ目線で相談に
主に海外臨床実習受け入れ先への書類の準備や、英語での履歴

書の添削やサポートを行っています。学生にとって勉強や留学の
準備の忙しさに加え、英語で自己PRを表現するのはかなり負担
だと思います。そこをきちんと手助けできるよう、普段は学生と
同じ目線で話し、相談しやすい雰囲気づくりを心がけています。
実習から戻った学生たちのたくましく成長した姿を見ると嬉し
いですね。今後ももっと多くの学生に参加してもらいたいと願っ
ています。

海外臨床実習プログラム：参加者インタビュー

学びのフィールドは地域と世界特集

世界
G L O B A L
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岐阜大学医学教育開発研究センター（MEDC）では、医療
現場において活躍できる高い英会話力や世界の多様な文
化に対応できる心を育み、現場で活躍できる医師を養成す
るためのプログラムとして平成25年から「医療英語ワーク
ショップ」、加えて平成27年からは「海外臨床実習プログラム
（ECAP）」を行っています。

MEDC（医学教育開発研究センター）では全国80の医科大学・医学部の医
学教育に関する唯一の共同利用拠点として、医学教育セミナーやワーク
ショップを実施。その中の「海外臨床実習プログラム（ECAP＝Elective 
Clerkship Abroad Program）」は諸外国の医療機関で実習を行います。

岐阜大学医学教育開発研究センター
MEDC  Medical Education Development Center

海外臨床実習プログラム
（ECAP）の申請条件

岐阜大学医学部医学科 平成29年卒業

白川 千種 さん



バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業地域科学部：国際教養コース

地域企業の後押しを受け、
世界最高峰の研究機関に
大学院生が留学。

語学力の向上と
異文化理解を促進する
国際教養コースを新設。

も
と
も
と
私
は
大
学
院
で
、

薬
に
な
り
得
る
物
質
を
有
機
合

成
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
で
き
た
物
質
の

分
析
や
評
価
手
法
を
身
に
付
け

た
い
と
、企
業
か
ら
の
奨
学
金
を

受
け
、世
界
最
高
峰
の
医
学
・
創

薬
の
研
究
機
関
、N
I
H
へ
の
留

学
を
決
め
ま
し
た
。
N
I
H
は

専
門
分
野
の
講
義
や
実
験
技
術

習
得
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、岐

阜
大
学
の
工
学
研
究
科
と
は
部

局
間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
た

め
、
大
学
院
を
休
学
す
る
必
要

が
な
い
こ
と
も
魅
力
で
し
た
。

私
が
所
属
し
た
ラ
ボ
は
、
糖

タ
ン
パ
ク
複
合
体
で
あ
る
コ
ン

ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
プ
ロ
テ
オ
グ

リ
カ
ン（
C
S
P
G
）の
機
能
を

解
明
し
、
神
経
損
傷
の
治
療
に

役
立
て
る
研
究
が
中
心
で
し
た
。

私
の
課
題
は
、C
S
P
G
を
半
定

量
的
に
評
価
で
き
る
実
験
系
を

確
立
す
る
こ
と
。
専
門
が
異
な

る
上
、英
語
で
の
討
論
は
と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
が
、最
後
に
は
国

際
研
究
集
会
で
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
実
現
。
解
明
に
貢
献
で
き

た
こ
と
は
感
慨
深
い
で
す
。

留
学
を
経
て
、
研
究
の
根
底

に
人
の
命
が
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
目
指
す
道

を
見
つ
け
ま
し
た
。
春
か
ら
は

物
質
評
価
の
研
究
室
へ
移
り
、

未
知
の
分
野
を
追
求
し
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
に
始
ま
っ

た
国
際
教
養
コ
ー
ス
で
は
、
日

本
人
学
生
に
つ
い
て
は
外
国
語

力
の
向
上
と
同
時
に
、
留
学
を

通
し
て
異
文
化
へ
の
理
解
を
促

し
ま
す
。
外
国
人
学
生
に
つ
い

て
は
、
集
中
的
な
学
習
で
日
本

語
や
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
学
識
を
養

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
が
、

1
年
間
の
正
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ぶ
交
換
留
学
で
す
。
留
学
先

の
学
術
交
流
協
定
大
学
で
の
取

得
単
位
を
単
位
と
し
て
認
定

し
、
就
職
活
動
な
ど
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
留
学
期
間
を
2
年

生
後
期
か
ら
3
年
生
前
期
に
設

定
。
4
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
学
内
に
お
い
て

も
留
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会

や
英
語
の
講
義
を
増
や
し
、
留

学
条
件
と
な
る
T
O
E
F
L
の

試
験
対
策
な
ど
も
積
極
的
に
展

開
。
T
O
E
F
L
が
40
点
代
か

ら
60
点
代
半
ば
ま
で
上
昇
し
た

学
生
も
い
ま
す
。
留
学
先
で
は

語
学
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
、当

コ
ー
ス
で
の
学
び
を
活
か
し
、地

域
で
起
こ
る
外
国
人
と
の
文
化

的
摩
擦
を
う
ま
く
解
消
し
、
緩

衝
材
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ

る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
院
で
、
シ
リ
コ
ン

の
代
替
と
し
て
グ
ラ
フ
ェ
ン
を

太
陽
電
池
に
活
用
す
る
研
究
を

し
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ェ
ン

系
物
質
に
お
け
る
精
度
の
高
い

理
論
計
算
を
学
び
、
実
践
的
な

語
学
力
を
修
得
す
る
た
め
英
国

Ｉ
Ｃ
Ｌ
へ
留
学
。
続
い
て
ド
イ

ツ
Ｚ
Ｓ
Ｗ
を
訪
れ
、
研
究
者
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
太
陽
光
発
電
の
可
能
性

を
聞
き
、
研
究
の
意
欲
が
さ
ら

に
高
ま
り
ま
し
た
。帰
国
後
、留

学
先
で
修
得
し
た
理
論
計
算
を

活
用
し
た
研
究
を
論
文
発
表
で

き
、就
職
先
の
電
力
会
社
で
も
、

電
気
で
人
々
の
生
活
を
支
え
た

い
と
い
う
夢
が
で
き
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
し
た
の
が

と
て
も
新
鮮
で
し
た
！

英
語
力
の
向
上
を
実
感
！

T
O
E
F
L
の
得
点
も

20
点
上
が
り
ま
し
た
！

岐阜大学地域科学部地域政策学科

山本 公
こ う と く

徳 准教授

「国際教養コース」担当教員

以前から海外留学に興味が
あり、地域科学部に国際教養
コースが新設されるのを知り、
岐阜大学への入学を決めまし
た。印象に残っているのは「言
語と社会A」の講義です。自己
紹介を考えて英語でプレゼン
をするなど、高校までの受け身
の内容とは違い、主体的な授業
が多くて新鮮でした。留学先
のオーストラリアは移民が多
い国ですから、異文化に触れる
機会がたくさんあると思いま
す。自分から学ぶ姿勢を常に
心掛け、いろんなものを吸収し
たいと思っています。

高校時代に語学研修でイギ
リスを訪れた経験から、大学で
もぜひ留学して世界をもっと広
く学びたいと考えていました。
国際教養コースではプレゼンを
数多くこなすため、英語で意見
を述べる力が格段に上がったと
思います。また、１年生の後期
は英語の授業が週６コマと多
く、さらに試験対策を通じて苦
手を克服できたことでTOEFL
の得点も20点ほど伸びました。
留学先では初めての一人暮ら
しを経験します。不安もありま
すが、さまざまな経験を通じて
自分を成長させたいです。

国際教養コースの第一期生として
今年の秋に留学する2名の学生に話をうかがいました

学びのフィールドは地域と世界特集

世界
G L O B A L

世界
G L O B A L

▲授業では、英語での自己紹介やプレ
ゼンなど、語学力を高めるための実践
的なカリキュラムが組まれています。
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岐阜大学基金の新たな奨学金として、平成27年に創設され
た「バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業」。
本奨学金を受け、初めて派遣された岐阜大学大学院博士前
期課程の学生2名が、それぞれの留学先で大学院での研究
をさらに深めるとともに、実践的な語学力やプレゼンテーショ
ン能力を磨きました。

文部科学省が進める国際化の取り組みの一環として
地域科学部に新設された「国際教養コース」。
国際社会において求められる幅広い教養と、
自文化ならびに異文化への理解力を身につけるため、
1年間の留学を必修とし、グローカルな学識を持つ
人材育成に取り組んでいます。

岐阜大学大学院院生の海外研修を支援する制度。（株）バローホールディングスと、「Vドラッグ」を展開する中部薬品（株）の寄付により、平成27年に創設。大学院生が
海外の大学や研究機関及びこれに準ずる機関において単位習得や専門の研究を行う場合、渡航費、滞在費、授業料などを援助する。海外での研修の機会を増やすこと
により学生の資質を高め、国際的な視野に立った人生観を得るとともに、より積極的に勉学に励む人材を育てることを目的とする。

岐阜大学基金 特定事業「バロー・Vドラッグ海外研修奨学金助成事業」

岐阜大学地域科学部
国際教養コース2年

保坂 泉 さん

岐阜大学地域科学部
国際教養コース2年

松井 美樹 さん

岐阜大学大学院工学研究科　
環境エネルギーシステム専攻 
グローバル環境・エネルギーコース 博士前期課程２年

紀平 一真 さん
研修先：インペリアルカレッジロンドン（ICL）／イギリス、
バーデン・ヴュルテンベルグ州立太陽エネルギー・水素
研究センター（ZSW)／ドイツ（2カ月）

岐阜大学大学院工学研究科 生命工学専攻 
博士前期課程2年

長瀬 春奈 さん
研修先：アメリカ国立衛生研究所（NIH）内国立
心肺血液研究所（NHLBI）／アメリカ（12カ月）



研究成果が平成28年3月9日、がん研究におい
て世界的に権威のある科学誌『Oncotarget』
にて学術雑誌論文として公開された

がん細胞のエネルギー代謝に欠かせない
「PKM2」を上昇させる「PTBP1」を特定 解糖系

発現を
上昇させる

PTBP1を分解すればがん細胞の
エネルギー代謝が不全になる

がん細胞のエネルギー代謝そのものを
破綻させる新しい創薬となる

がん細胞

PKM2
PKM2

PKM2PKM2

PTBP1

岐 大 で 生 ま れ るも の 。

最先端研究の現場。

が
ん
細
胞
の
ワ
ー
バ
ー
グ
効
果

は
、
が
ん
の
増
殖
や
生
存
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
獲
得
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
、
ワ
ー
バ
ー
グ
効

果
を
破
綻
さ
せ
る
今
回
の
発
見
は
、

あ
ら
ゆ
る
が
ん
に
お
い
て
効
果
が

期
待
で
き
る
上
、
薬
剤
の
耐
性
も

出
現
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、創
薬
に

向
け
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
す
で
に
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｐ
１
が

コ
ー
ド
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ

Ｎ
Ａ
を
分
解
で
き
る
低
分
子
の
Ｒ

Ｎ
Ａ
を
作
製
済
み
で
、
今
後
は
臨

床
応
用
に
向
け
て
研
究
を
加
速
さ

せ
て
い
く
予
定
で
す
。
た
だ
、血
液

中
に
は
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
溶
か
し
て
し
ま

う
タ
ン
パ
ク
質
が
存
在
し
、
直
接

投
与
を
し
て
も
す
ぐ
に
分
解
さ
れ

て
し
ま
う
の
が
課
題
で
す
。
そ
の

た
め
、が
ん
の
病
巣
に
薬
を
届
け
る

搬
送
シ
ス
テ
ム
の
確
立
も
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
研
究
す
る
上
で
大
切
に
し

て
い
る
の
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
興

味
を
持
ち
続
け
、
常
に
頭
の
中
で

疑
問
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
科
学
へ
の
情
熱
を
絶

や
す
こ
と
な
く
、
究
極
の
生
命
力

を
持
っ
た
が
ん
細
胞
を
通
じ
て
、

「
生
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
が
ん
」

の
病
態
を
明
ら
か
に
し
て
標
的
に

す
べ
き
と
こ
ろ
を
決
め
、
創
薬
に

貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
現
在
、臨
床

で
は
主
に
分
子
を
標
的
に
し
た
抗

が
ん
剤
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
が
研
究
し
て
い
る
の
は
、

分
子
で
は
な
く
、
が
ん
発
症
に
繋

が
る
遺
伝
子
を
攻
撃
す
る
も
の
。

タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
す
る
「
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
R
N
A
※1
」
の
中
か
ら
が

ん
の
発
症
や
病
態
に
関
与
す
る
も

の
を
、マ
イ
ク
ロ
R
N
A
と
い
う
短

い
核
酸
を
用
い
て
つ
ぶ
す
「
核
酸

医
薬
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
の
研
究
で
、私
は
が
ん
細
胞

特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
着
目

し
、こ
れ
を
制
御
す
る
遺
伝
子
を
特

定
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、細
胞
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
方
法
に
は
、「
解

糖
系
※2

」
と
「
ク
エ
ン
酸
回
路
に
よ

る
電
子
伝
達
系
」
と
い
う
2
つ
の
仕

組
み
が
存
在
し
ま
す
。
正
常
な
細

胞
で
は
、酸
素
を
使
う
こ
と
で
効
率

的
か
つ
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら

れ
る
後
者
を
使
い
ま
す
が
、が
ん
細

胞
で
は
、
効
率
は
悪
い
も
の
の
、
よ

り
早
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ
、さ

ら
に
増
殖
に
必
要
な
核
酸
の
材
料

が
生
じ
る
「
解
糖
系
」
に
偏
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
現
象
は
「
ワ
ー
バ
ー
グ
効
果
※3

」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
が
ん
細
胞

で
は
「
P
K
M
2
」
と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
が
た
く
さ
ん
発
現
す
る
こ
と

で
、
解
糖
系
を
維
持
・
活
性
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、私
た
ち
は
こ
の
P
K
M
2
の
発

現
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質

「
P
T
B
P
1
」
を
特
定
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

が
ん
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、P
T
B
P
1
が
コ
ー

ド
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
R
N
A

を
、
特
定
の
マ
イ
ク
ロ
R
N
A
を
用

い
て
選
択
的
に
分
解
す
れ
ば
、が
ん

細
胞
の
増
殖
を
顕
著
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
も
突
き
止
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
核
酸
医
薬
と
し
て
実
現
す
れ
ば
、

分
子
を
標
的
と
し
た
薬
と
違
い
、薬

剤
へ
の
耐
性
が
出
な
い
た
め
、
今
後

の
創
薬
の
主
流
に
な
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

がん細胞の増殖に必要なエネルギーを阻害するメカニズムを解明しました。

従来のがん治療薬は、細胞を増殖させる分子の働きを抑える仕組みですが、

今回の研究では、がん細胞の生存の仕組みそのものに着目し、増殖を抑制する方法を明らかにしたのです。

がんの種類を問わず効果を発揮し、薬剤耐性を誘導しない薬の開発に繋がればと期待しています。
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がん細胞のエネルギーを制御し、
増殖を抑える方法を明らかに！

岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科
創薬科学専攻

赤尾 幸博 教授

が
ん
細
胞
特
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
着
目
。

こ
れ
を
司
る
遺
伝
子
を
特
定
し
ま
し
た
。

が
ん
細
胞
の
研
究
を
通
じ
て

生
命
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
迫
り
た
い
。

※1. そもそも「RNA」って？
核酸の一種であるリボ核酸（Ribo Nucleic Acid）
の略で、動植物の細胞の核内や細胞質の内部、ウ
イルスなどに存在します。「メッセンジャーRNA」
とは、DNAからコピーした遺伝情報を基にタンパ
ク質を合成するRNAのこと。「マイクロRNA」と
は、遺伝子の発現を抑制する効果を持つ小さな
RNAで、近年の研究により、がんの発症と深い関
わりがあることが明らかになってきています。

※2. がん細胞が「解糖系」なのは？
がん細胞の多くが解糖系に偏ったエネルギー代謝
を行っています。その理由はいまだはっきりと解
明されていないものの、①クエン酸回路と比べて
反応の段階が少なく、エネルギーを早く作れる、②
酸素を必要としないため、がん細胞にダメージを
与える活性酸素が出ない、③解糖系の中間代謝産
物が、がん細胞の分裂に必要な核酸の材料になっ
ている、などが考えられています。

※3. 「ワーバーグ効果」とは？
ドイツ人生理学者のオットー・ワーバーグに
よって報告された、がん細胞の増殖、生存、エネ
ルギーの獲得に有利に働く仕組みのこと。酸素
がたくさんある場合、通常の細胞では、「クエン
酸回路」という効率的なエネルギー代謝を行い
ますが、酸素が十分にある状態でも、がん細胞
では効率が悪い「解糖系」に偏ったエネルギー
代謝が行われていることを明らかにしました。
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コンクリート

アスファルト

近赤外線を照射すると、それぞれの物質特有の反射特性を示す。例として、肌は970nm周辺の反射
率が低い。その違いをコンピューターに学習させ、物質を判別する。

開発に携わった物質判別
システムは、結果がすぐに
画像として現われ、取り組
んだ分だけ徐々に精度が
上がっていくため、とても
楽しかったです。卒業後は
自動車部品メーカーに就職
し、画像処理を使った安全
走行分野の開発を担当しま
す。これまでの研究を活か
して頑張りたいですね。

肌

植物

布（衣服）

コンクリート

アスファルト

岐 大 で 生 ま れ るも の 。

最先端研究の現場。

近赤外線を用いることで、従来の手法よりも高速で物質を判別する方法を開発。その成果を発表した

画像認識分野の研究会「ViEW2016（Vision Engineering Workshop）」で優秀論文賞を受賞しました。

メーカーとの共同開発により、食品加工工場での異物混入検査や、自動車での歩行者検出など、実用

化に向けたプロジェクトを進めています。

電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
で
は
走
行
に
膨
大
な
電
気
を

使
う
た
め
、
車
載
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
消
費
電
力
が
少
な
い
小
型
の

も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

点
、
私
が
開
発
し
た
方
法
な
ら
、
小

さ
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
簡
単
に

計
算
で
き
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
高
速

に
物
質
を
判
別
で
き
ま
す
。
ま
た
、

近
赤
外
線
は
、夜
間
で
も
高
精
度
の

判
別
が
可
能
で
す
。

す
で
に
実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
動
き
始
め
て
い
て
、
現

時
点
で
は
工
場
内
や
会
社
の
敷
地

内
で
の
実
用
に
着
目
し
て
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、作

業
員
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
や
運
搬
装
置
な

ど
の
緊
急
停
止
シ
ス
テ
ム
で
す
。

工
場
内
は
多
く
の
人
や
物
で
あ
ふ

れ
て
い
る
た
め
、
形
状
で
の
判
別

は
困
難
で
す
。
た
だ
、
物
質
判
別

シ
ス
テ
ム
な
ら
そ
れ
が
可
能
で
す

し
、
極
端
な
話
、
近
赤
外
線
に
特
殊

な
反
射
を
す
る
作
業
服
を
着
れ
ば
、

人
か
ど
う
か
を
瞬
時
に
判
別
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
こ
う
し
た
分
野
か

ら
開
発
を
進
め
、
将
来
的
に
は
自

動
車
な
ど
に
も
広
く
展
開
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
が
専
門
的
に
研
究
し
て
い
る

の
は
、「
画
像
認
識
」と
呼
ば
れ
る
分

野
で
す
。
最
近
で
は
障
害
物
を
識
別

し
て
ブ
レ
ー
キ
を
作
動
さ
せ
る
自

動
車
の
走
行
安
全
シ
ス
テ
ム
を
は

じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
さ

れ
、次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
担
う

技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
を
見
つ
け
て
ブ
レ
ー
キ
を

作
動
さ
せ
る
時
に
は
、あ
ら
か
じ
め

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
人
の
形
を
学
習

さ
せ
て
お
き
、そ
の
形
を
検
知
し
ま

す
。
た
だ
、自
動
車
の
走
行
安
全
シ

ス
テ
ム
と
な
る
と
、
道
路
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、植
物
、歩
行
者
な
ど
、多
く

の
対
象
物
を
判
別
す
る
必
要
が
あ

り
、す
べ
て
を
形
か
ら
判
断
す
る
に

は
か
な
り
の
計
算
時
間
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、あ
ら
か
じ
め
学
習
し
た

形
状
し
か
認
識
で
き
な
い
の
も
大

き
な
課
題
で
す
。
そ
こ
で
私
が
開
発

し
た
の
が
、「
形
状
」で
は
な
く
「
物

質
」と
い
う
観
点
か
ら
判
別
を
行
う

新
た
な
画
像
認
識
シ
ス
テ
ム
で
す
。

私
は
以
前
か
ら
、ド
ラ
イ
バ
ー
の

居
眠
り
や
脇
見
を
監
視
す
る
た
め

の
画
像
認
識
を
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

と
共
同
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
監

視
を
す
る
た
め
に
は
、
暗
い
車
中

で
ど
こ
に
顔
が
あ
る
の
か
を
判
別

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

目
を
付
け
た
の
が
、
目
に
見
え
な

い
近
赤
外
線
を
照
射
す
る
方
法
で

し
た
。
こ
の
研
究
を
進
め
る
う
ち
、

自
動
運
転
の
開
発
が
本
格
的
に
始

ま
り
、
車
内
を
想
定
し
て
開
発
し

て
き
た
技
術
を
、
車
外
の
歩
行
者

検
出
に
も
応
用
し
て
み
よ
う
と
い

う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

今
回
開
発
し
た
方
法
で
は
、
近

赤
外
線
の
反
射
率
の
違
い
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、

肌
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、植
物
、布
を
、瞬
時
に
判
別
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
物
質
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
性
が
あ
り
、照
射
す
る
近
赤

外
線
の
波
長
に
よ
っ
て
反
射
率
が
変

化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、少
し
ず
つ

波
長
を
変
え
た
1
7
6
枚
の
画
像

の
反
射
率
を
分
析
す
れ
ば
、物
質
の

判
別
が
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
、膨

大
な
画
像
を
計
測
す
る
に
は
、「
形

状
」の
分
析
と
一
緒
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
統
計
的
な
分
析
手

法
を
用
い
て
、似
た
デ
ー
タ
を
省
き
、

有
効
な
も
の
だ
け
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、波
長

の
異
な
る
５
つ
の
画
像
か
ら
認
識
す

る
だ
け
で
、物
質
を
判
別
す
る
方
法

を
確
立
で
き
た
の
で
す
。
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「形状」ではなく「物質」に着目し、
高速で判別できる画像認識手法を開発

岐阜大学工学部電気電子・情報工学科 情報コース
知能科学研究センター 副センター長

加藤 邦人 准教授

近
赤
外
線
の
反
射
特
性
を
使
い
、

物
質
の
違
い
を
瞬
時
に
判
別
し
ま
す
。

機
械
の
緊
急
停
止
な
ど
で
実
用
化
し
、

ゆ
く
ゆ
く
は
自
動
車
に
も
応
用
し
た
い
。

岐阜大学大学院工学研究科
応用情報工学専攻
博士前期課程2年

服部 哲也 さん



質の高いものづくりを
進める力

環境にやさしい
ものづくりを進める力

産学連携や地域連携を加速させ、
リサイクルCFRPによる製品化を推進。

金型技術を中心に、ものづくり研究を網羅的に支援できる施設へ。

「岐阜大学にはすごい
生命科学研究機関がある」と
一目置かれるセンターに。

新たな分野の研究を進める力

次世代金型技術研究センター

炭素繊維リサイクル研究センター

生命の鎖統合研究センター

医学・薬学・獣医学・工学・応用生物科学の研究・教育拠点がワンキャ

ンパスに集まる岐阜大学に、3つの新たなセンターが誕生しました。世界トッ

プレベルの研究者たちが持つ叡智を個々の分野に留めるのではなく、学

部や組織を横断して双方向的に連携させるのと同時に、センターを核とし

たコンソーシアムの形成などを通じ、外部とのつながりの強化を図るのが

狙いです。これにより、岐阜大学が持つ知識や人材を有効活用し、大きな

研究プロジェクトに協働で取り組むことで今までにない成果を上げるなど、

大学全体の研究力と教育力のさらなる向上が期待されています。

岐阜大学に誕生した
新たな3つの

進める力

生命の鎖
統合研究センター
（研究推進・社会

連携機構内）

炭素繊維リサイクル
研究センター

次世代金型技術
研究センター

当センターでは、リサイクルCFRPの実用化に向けた研究に特化しています。す
でに廃CFRPから炭素繊維を回収する技術は事業化のめどが立ちましたが、今後
の課題は、回収した炭素繊維から中間基材を作り、製品化までどう結び付けていく
かです。そこで、幅広い業界に周知し、炭素繊維リサイクルのコンソーシアムを形
成すべく、新たにセンターを立ち上げました。製
品化には回収した繊維の健康影響などを評価す
る必要がありますが、応用生物科学部の先生にも
協力を仰ぎ、マウスによる暴露実験などを実施し
ています。多様な分野の研究拠点が集まる岐阜
大学の特色を活かし、今後もリサイクルCFRPを
使った製品の開発を推進していく考えです。

2つのセンターを「次世代金型技術研究センター」
に統合したことで、岐阜大学におけるものづくり研
究の窓口が一本化し、民間企業がワンストップで協
力を依頼できる体制が構築できました。また、新た
に地域連携部門を設けて連携体制を強化することで
以前にも増して研究開発が活発化し、政府の補助金
を利用した事業などが新たに進んできています。従
来の素形材や加工技術に加え、生産システムの部門

を新設し、ロボット技術やIoT、VRなどを活用した次
世代生産システムの開発にも着手。これらの技術を
組み合わせ、ものづくりを総合的に支援できるセン
ターができたと実感しています。設備面においても、
平成29年度から金属3Dプリンターが稼働を始めまし
た。効率的に金型が製造できる最新のツールを手に
したことで、企業の技術開発をより一層力強く後押
しできるのではと思います。

石田教授　総合的な生命科学の研究拠
点としての強みを活かし、大きな研究
テーマに対してプロジェクトを組んで成
果を出していきたいと思います。そして
その成果を、論文などを通してアウトプッ
トし、「岐阜大学にはすごい研究機関があ
る」と発信することで、新しい創薬基盤の
形成を図っていきたいと思います。

小林特任教授　リエゾンファンクション
という外部の機構がマネジメントを専門
に行い、提携機関の模索や資金調達など
を進めていきます。従来は先生方が個々
で外部機関や他大学と連携して研究する
のが一般的でしたが、今後は大学内外の
連携がより一層強まり、センター全体の研
究力が向上することを期待しています。

次世代金型技術研究センター

3つの研究コアグループ

金型創成技術
研究センター

成形・加工技術

生産技術

設計技術

金型実践教育プログラム

複合材料研究
センター

高性能複合材料

炭素繊維・樹脂

接合・界面技術

リサイクル技術

炭素繊維リサイクル研究センターの役割

切断
破砕
分級

廃CFRP 製品繊維回収 炭素繊維

品質評価・健康影響評価

中間基材

ひも解く
領域

活かす
領域

つくる
領域

双方向型協働

「次世代金型技術研究センター」は、「金型創成技術研究セ
ンター」と「複合材料研究センター」が持つ研究開発環境と
人材育成プログラムを基盤に、平成28年4月に発足された
ものづくり技術の新たな総合研究拠点。新素材や加工技術、
生産システムの各分野において世界をリードする独創的な
研究を展開し、岐阜県を中心とした東海北陸圏のものづくり
の一大研究ネットワークを形成する一方、高度な専門職業人
の育成にも努め、地元企業の国際競争力の向上に貢献する。

平成28年10月に開設された「炭素繊維リサイクル研究セ
ンター」は、航空機や自動車の新たな素材として注目を集める
高強度の複合材料「炭素繊維強化プラスチック（CFRP）」のリ
サイクル技術の実用化を目指す研究拠点。航空機業界から回
収した廃CFRPの処理や中間基材の製造、リサイクルCFRPの
品質評価のための規格・標準化、健康影響評価などに取り組ん
でおり、中部の企業によるコンソーシアムの形成やリサイクル
CFRPを使った製品化を目指している。

平成29年4月に開設された「生命の鎖統合研究セン
ター」は、岐阜大学の医学、薬学、獣医学、工学、応用生
物科学の各部門で研究が盛んに行われている生命科
学の研究を総合的に進める研究拠点として誕生。糖鎖
や核酸、タンパク質を分子レベルで研究する「つくる
領域」、細胞や組織の現象を解析する「ひも解く領域」、
創薬に向けた具体的な取り組みを推進する「活かす領
域」の3つの研究コアグループが協働し、世界を牽引す
る先進的な研究が行われている。
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工学部

応用生物科学部

教育学部

医学部附属病院

岐阜薬科大学

図書館

岐阜大学動物病院

岐阜県中央家畜保健衛生所
医学部

地域科学部

リエゾンファンクション担当
岐阜大学研究推進・社会連携機構
研究推進部門

小林 雅典 特任教授

生命の鎖統合研究センター長
岐阜大学応用生物科学部

石田 秀治 教授

炭素繊維リサイクル研究センター長
岐阜大学工学部化学・生命工学科 物質化学コース
大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

守富 寛 シニア教授

リエゾンファンクション担当
岐阜大学研究推進・社会連携機構 研究推進部門

小林 雅典 特任教授

次世代金型技術研究センター長
岐阜大学工学部機械工学科 機械コース

山下 実 教授



かけがえのない仲間を得て毎年インカレに出場。
存続の危機を脱し、今では総勢 3 0 名近くに。
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2008年北京オリンピック等、多くの
国際ボート大会で審判員として活躍

▲中部学生選手権でのダブルスカル（2
人乗り競技）優勝のほか、折原さんは
数々の大会で優秀な成績を収めている。

▲「ボートの魅力は、自分が風になったよう
な爽快感」と話す折原さん。「4人乗り
や8人乗りの時は、みんなの動きが合っ
た瞬間の一体感も醍醐味の一つです」。

◀昨年はかつての
部誌『一艇身』
も復活。数百部
を印刷してOBや
後援会の会員な
どに配布した。

主将を引き継いだ4年生の伊藤拓海さん（写真右）は、
「すべて一人でやってきた折原さんは本当にすごい」
と話す。2年生で若手のホープ、坂口敬大さん（写真
左）は「普段は後輩にもいじられるくらい陽気。でも、
ボートを漕ぐ時は別人です」と語ってくれた。

部長を務める千田隆夫教授は、「ボー
トへの思いが人一倍強く真摯な性格。
キャプテンに相応しいですね」と折原
さんを評価する。「資金面の援助のほ
か、後援会の立ち上げなども助言しま
したが、初志を貫き続ける彼の姿勢は
本当に立派です。部をまとめ上げる
ための調整能力は、医師としても大い
に役立つと思いますね」と将来にも
期待を寄せる。

昭和37年頃に創部されたが、19年ほど前に部員減少を受けて
廃部。平成25年に入学した折原さんの働きかけにより、医学
部ボート部として復活を遂げた。その後、全学の同好会を経て、
全学の岐阜大学ボート部に昇格。現在の部員は28名（平成29
年3月時点）。主な練習場所は岐阜県川辺漕艇場で、平日は大
学構内で専用器具によるトレーニングを実施。週末には1時
間かけて漕艇場に通い、練習に励んでいる。女子部員やマネー
ジャーなども在籍。他大学と合同で年2回の合宿も行っている。
平成28年度は、西日本医学生総合体育大会ボート競技男子ダ
ブルスカル、中部学生新人選手権大会男子ダブルスカルで優
勝するなど、着実に力を付けている。

「岐阜大学ボート部」
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今から半世紀以上前に創部され、その後廃部した岐阜大学ボート部を復活させた折原薫也さん。
自らも全日本大学選手権大会出場を果たし、30名近くが所属する部活へと育て上げた。
孤軍奮闘しながら部を牽引し続けたその情熱は、主将を譲った今も後輩の胸にしっかりと刻まれている。
部の復活のため、共に奔走した千田隆夫教授も、折原さんのリーダーとしての統率力、調整力に一目置く。
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いまを駆ける！岐大生face

「遠征の資金集めや部員の獲得にも奔走。
様 な々苦労の全てが僕の大きな財産です。」

岐阜大学ボート部前主将

折
お り は ら

原 薫
ゆ き や

也 さん
岐阜大学医学部医学科5年
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岐阜大学大学院医学系研究科 解剖学分野

千田 隆夫 教授
国際ボート連盟（FISA）国際審判員

日本ボート協会（JARA）理事・国際委員長・公認審判員



岐阜大学基金

法人・団体等
（医）志聖会　総合犬山中央病院

（医）白鳳会　鷲見病院

（株）コーワ

個人
青 木 　 　 佐 様
浅 井 　 孝 義 様
朝 國 くる み 様
東 屋 　 清 子 様
渥 美  友 啓 様
阿 部 　 尚 平 様
天 岡 　 　 望 様
荒 川 　 浄 信 様
安 藤 　 基 成 様
飯 田 　 俊 行 様
石 神 　 　 翠 様
石 黒 　 　 功 様
石 塚 　 達 夫 様
石 原 　 勝 喜 様
五 十 川 好 子 様
猪 塚 　 昌 彦 様
伊 藤 　 　 忍 様
伊 藤 　 弘 和 様
井 戸 田 綾 子 様
稲 垣 　 克 己 様
稲 田 　 勝 美 様
伊 能 の り 子 様
井 上 健 太 郎 様
伊 吹 　 治 郎 様
今 井 　 敏 文 様
今 井 　 義 晴 様
岩 井 　 雄 司 様
岩 田 　 　 元 様
岩 堤 　 慶 明 様

上 田 修 一 郎 様
上 田 　 元 信 様
上 野 　 英 弥 様
鵜 飼 　 丈 純 様
江 崎 　 　 攝 様
大 久 保 捨 雄 様
大 塚 　 俊 美 様
大 西 　 勇 吉 様
大 野 　 　 元 様
大 𦚰 　 文 子 様
小 笠 原 政 道 様
岡 田 　 　 実 様
小 川 　 　 穣 様
奥 野 　 毅 彦 様
奥 村 　 正 直 様
小 椋 　 弘 樹 様
小 栗 　 敬 彦 様
小 栗 奈 津 子 様
小 野 　 秀 一 様
梶 野 　 真 二 様
嘉 住 　 熊 二 様
糟 谷 　 聰 介 様
勝 野 　 淑 代 様
加 藤 　 賢 龍 様
加 藤 　 晴 也 様
加 藤 　 雄 平 様
可 児 　 光 子 様
加 納 　 可 子 様
上 口 　 正 昭 様

川 合 　 　 要 様
河 上 し げ み 様
川 﨑 　 雅 規 様
川 島 　 赳 夫 様
川 村 　 哲 也 様
川 本 　 貴 明 様
菊 池 　 孝 明 様
菊 永 　 裕 行 様
北 浦 　 英 樹 様
北 村 　 　 太 様
木 村 　 志 づ 様
木 村 　 長 治 様
木 室 　 　 真 様
楠 本 　 欣 助 様
口 丸 　 和 雄 様
神 山 　 智 恵 様
小 坂 井 博 之 様
児 島 　 友 子 様
小 寺 　 　 忠 様
後 藤 　 　 淳 様
後 藤 　 恵 子 様
小 林 　 博 子 様
小 林 　 裕 美 様
小 林 　 房 代 様
近 藤 　 哲 生 様
近 藤 　 富 雄 様
栄 枝 　 裕 文 様
榊 原 　 　 守 様
坂 下 　 盈 彦 様

坂 田 　 壮 夫 様
佐 久 間 　 稔 様
佐 々 美 代 子 様
椎 木 　 りえ 様
柴 田 　 正 人 様
柴 田 　 恭 典 様
島 袋 　 直 司 様
清 水 　 盛 明 様
清 水 與 八 郎 様
社 本 　 晴 夫 様
白 神 菜 々 美 様
杉 山 惣 七 郎 様
杉 山 　 道 雄 様
鈴 木 　 士 朗 様
関 村 　 恵 子 様
瀬 ノ上 　 裕 様
祖 父 江 康 司 様
髙 井 　 重 成 様
髙 井 富 貴 子 様
髙 橋 　 　 睦 様
高 橋 　 義 人 様
田 川 富 士 夫 様
田 口 　 　 敬 様
竹 澤 　 一 夫 様
武 島 　 正 則 様
竹 中 　 登 一 様
田 尻 下 孝 夫 様
田 中 　 萃 子 様
田 中 　 　 肇 様

田 中 　 　 需 様
棚 橋 　 　 忍 様
玉 置 　 好 子 様
玉 置 　 健 三 様
田 谷 　 与 一 様
鶴 見 　 昇 三 様
靍 見 智 栄 子 様
手 取 屋 征 夫 様
徳 永 　 博 義 様
永 井 　 哲 朗 様
中 島 　 直 樹 様
中 島 　 規 子 様
長 谷 　 光 展 様
南 谷 　 有 香 様
西 井 　 正 美 様
二 宮 　 英 一 様
丹 羽 　 憲 司 様
野 島 　 謙 造 様
野 田 　 龍 雄 様
萩 原 文 美 子 様
橋 詰 　 律 也 様
服 部 　 克 己 様
花 木 由 紀 子 様
早 崎 　 正 子 様
早 矢 仕 郁 夫 様
林 　 　 　 一 様
林 　 　 久 順 様
林 口 　 　 悟 様
原 　 　 淑 子 様

久 江 　 洋 幸 様
日 比 　 敏 行 様
日 比 野 雄 子 様
平 田 　 史 子 様
平 野 　 昭 彦 様
廣 瀬 　 善 清 様
福 井 　 秀 樹 様
藤 浪 美 代 子 様
船 澤 　 利 枝 様
不 破 　 一 郎 様
星 野 順 一 郎 様
星 野 　 睦 夫 様
堀 　 　 正 美 様
堀 　 ヤ エ 子 様
堀 井 　 延 夫 様
桝 岡 　 智 恵 様
柵 木 　 昌 劭 様
松 坂 　 吉 偉 様
松 永 　 重 雄 様
松 橋 　 祥 幸 様
松 村 　 和 浩 様
松 本 　 　 康 様
三 國 喜 四 郎 様
三 品 　 和 子 様
溝 口 冨 佐 子 様
味 元 　 宏 道 様
三 宅 　 敬 造 様
宮 崎 　 富 識 様
宮 武 　 博 明 様

見 山 　 政 克 様
三 輪 　 妙 子 様
三 輪 　 精 博 様
麦 谷 　 有 志 様
村 瀬 　 　 徹 様
村 松 　 　 忍 様
村 本 登 代 二 様
村 山 　 静 司 様
森 　 　 裕 二 様
森 川 　 彰 夫 様
森 下 　 純 昭 様
森 山 　 義 春 様
八 神 由 未 子 様
安 田 　 　 稔 様
山 口 　 清 次 様
山 﨑 　 達 男 様
山 下 　 和 巳 様
山 田 　 建 二 様
山 本 　 明 子 様
横 井 　 豊 三 様
渡 辺 　 悟 美 様
渡 邉 　 　 曉 様
渡 辺 　 　 繁 様

（株）後藤紙店

華陽紙業（株）

（公財）井上国際交流基金

東栄電業（株）

早川精機工業（株）

ミニストップ（株）

（株）山田林業

内堀醸造（株）

岡田クリニック

岐阜大学基金創設の趣旨
　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大学としての責任を果たすためには、流動的・機動的資金の

運用が可能である基金が必要であることから、平成21年6月に創立60周年記念を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。

　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究活動への支援、地域社会への貢献事業、キャンパス整備な

ど継続的な教育研究活動に活用することとしております。

ご寄附者芳名録
　平成28年10月から平成29年3月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方を五十音順にご紹介させていただきます。また、４月以降

にご寄附をいただきました方につきましては、次号にて掲載させていただきます。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。

　現在、実施しております学生支援事業、教育研究活動支援事業、地域貢献活動支援事業、キャンパス環境整備事業、特定事業（寄附者が指定する事業）

等を充実するために、今後とも、岐阜大学基金へより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

岐阜大学基金の詳細については、Webをご覧願います。
http://www.gifu-u.ac.jp/fund/

岐阜大学基金についてのお問い合わせ先
岐阜大学基金事務室　〒501-1193　岐阜県岐阜市柳戸１番１
TEL 058-293-3276　FAX 058-293-3279　Ｅ-mail  kikin@gifu-u.ac.jp

多くの皆様から
岐阜大学基金へご寄附をいただき、
心よりお礼申し上げます。

　　　 プレゼント応募締切：

平成29年12月31日㈰必着
※当選者の発表は、賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

サポートルームの主な役割

◎学生からの支援に関する相談
　（どんな支援を受けられるか、どのような手続きをすればよいか）
◎支援計画の立案・助言
◎授業担当者への配慮願い作成のサポート
◎授業時及びシンポジウム等で情報伝達の補助が必要な参加者がいる場合の支援
　（ＰＣノートテイク、動画へのテロップ付加、拡大資料や点字資料の作成）
◎ピア・サポーターの養成と派遣

▶▶▶

舩
ふ な こ し

越 高
こ う じ ゅ

樹 特任助教

教育推進・学生支援機構

コーディネーター

やさ茶をPresent !

今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見やご要望をお待ちしています。

岐阜大学広報誌「岐大のいぶき No.33」に添付されたアンケートハガキでアンケー

トにご協力いただいた方の中から、抽選で6名様に『やさ茶（500ml 4本）』
を進呈いたします。プレゼントをご希望の方は、アンケートハガキにお名前、ご住所、

電話番号をご記入ください。

岐阜大学では障害や慢性疾患のある学生への支援をさらに強化するため平成26
年8月に「障害学生支援室（通称：サポートルーム）」を設置しました。
「サポートルーム」には特別支援教育に詳しいコーディネーターが常駐し、授業・実

験・実習で困っている学生や担当の職員を支えています。コーディネーターは学生の
状況に応じて支援内容を検討し、ニーズを満たす合理的配慮を提供できるよう、学生
の所属学部・研究科に対し専門的な助言や調整を行います。保健管理センター、就職
支援室、学生支援課、留学生センター、そして外部専門機関等と連携して支援策を講
じたり、紹介したりもしています。機関の枠を越えて綿密な連携がスムーズにでき
ることは岐阜大学の強みです。

学生や職員を支え、誰もが安心して学べる大学づくりをさらに進めていきます！

場所 大学会館2F　TEL 058-293-3363　FAX 058-293-3036　MAIL  shien@gifu-u.ac.jp
WEB  http://www1.gifu-u.ac.jp/~shien/

「障害の有無に関わらず、すべての学生が岐阜大学での生
活を価値あるものとして人生の中に位置付けられるようにす
ること」それが私の目標です。昨年度の調査で本学では実に
9%もの学生に障害や慢性的な疾患があることが分かってい
ます。このすべての人が支援を必要としている訳ではありませ
んが、潜在的に困難さや不安を抱えている学生はかなりの数
に上ります。こんなことで支援なんて…と思わずに、利用でき
る支援は利用して、ストレスなく自分の目標を達成できるよう
になることも生きる上での大事なスキルです。障害の有無、手
帳や診断の有無で判断するのではなく、少しでも困難さや不
安を感じたら気軽に相談を受けられるようにしています。

障害・慢性疾患のある学生への支援がさらに充実しました！
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講座名 受講対象者 開催時期 講習料 実施部局

■2017　視る・考える・創る「形と数」の教室
　－キミは数学イノベーター！－

小学校５年生～中学校１年
生までの児童及び生徒（引
率保護者1名の参加も可能）

4/22㈯、5/13㈯、
6/17㈯、8/11㈮、

9/16㈯、10/21㈯、12/9㈯
無料

☎ 教育学部
　 058-293-2351

■親子天文教室 小・中学生とその保護者 5/7㈰、8/27㈰、
11/26㈰、H30/2月未定 無料

■昆虫教室「わくわく、びっくり！昆虫探検」 小学生とその保護者 5/7㈰、7/23㈰ 無料

■大学生と学ぶ恐竜学入門 小学生とその保護者 10/29㈰ 無料

■子どもデザイン教室１「ステンドグラス風飾りつくり」 小学生・中学生 4/16㈰ 無料

■子ども造形教室１「木のパズルつくり」
　重点講座（ものづくり） 小学生（中・高学年）・中学生 4/30㈰ 無料

■子ども色彩教室「カラフル・パラソル」 小学生・中学生 5/21㈰ 無料

■子ども版画教室１「スチレンでアート」 小学生・中学生 6/4㈰ 無料

■子ども絵画教室「絵の具でアート」 小学生・中学生 7/2㈰ 無料

■子ども造形教室２「土の造形」　重点講座（環境） 小学生・中学生 7/16㈰ 無料

■子どもデザイン教室２ 「モザイク・タイル」　
　重点講座（ものづくり） 小学生・中学生 8/6㈰ 無料

■子ども造形教室３「へら押しレリーフつくり」
　重点講座（ものづくり） 小学生・中学生 8/27㈰ 無料

■子どもデザイン教室３ 「ふしぎな生きもの」 小学生・中学生 9/17㈰ 無料

■子ども造形教室４「紙ブーメランをつくろう」 小学生・中学生 10/15㈰ 無料

■子ども造形教室５「コロコロ木のおもちゃ」
　重点講座（ものづくり） 小学生（中・高学年）・中学生 11/19㈰ 無料

■子ども版画教室２「紙版画でカレンダー」 小学生・中学生 12/24㈰ 無料

■子ども造形教室６「厚紙でおしゃれなあかりづくり」
　重点講座（ものづくり） 小学生・中学生 H30/1/7㈰ 無料

■子どもデザイン教室４「レザークラフトと七宝
焼に挑戦」　重点講座（ものづくり） 小学生（中・高学年）・中学生 H30/2/4㈰ 無料

■美術教育講座 中学生・高校生 8/13㈰～12/17㈰ 無料

■地域科学部の授業 一般市民
（高校生を含む）

10/14㈯、10/21㈯、
10/28㈯ 無料 ☎ 地域科学部

　 058-293-3003

■応用生物科学部　中学生のための体験科学講座 中学生 10月または11月の土日で
１日開催 無料

☎ 応用生物科学部
　 058-293-2832■家庭菜園の基礎　―理論と実際－ 一般市民 4/1㈯～H30/1/31㈬ 10,600円

■食べられる生命－肉と卵と牛乳の科学と実際 一般市民 4/1㈯～H30/1/31㈬ 7,600円

■【岐阜大学重点講座（環境）】 『野生生物と環境』 一般市民・学生 10/21㈯ 無料 ☎ 連合農学研究科 
　 058-293-2985

■先端を行く連合創薬医療情報研究科 受験希望者・一般市民 H30/1～3月予定 無料 ☎ 連合創薬医療情報研究科
　 058-230-7602

■生命科学研究がもたらすもの（仮） 一般市民・学生 10/1㈰～11/30㈭ 無料
☎ 生命科学総合研究支援センター
　 （学術国際部研究支援課） 
　 058-293-2014

■生涯学習の今日的意義と課題（７）
　ー今、生涯学習に求められるものー

生涯学習・社会教育関係
職員・社会教育主事施設・
公民館主事等学習施設の
職員・ボランティア指導
者・一般市民・学生等

11/26㈰ 5,600円 ☎ 地域協学センター
　 058-293-3168 

公開講座のご案内 岐阜大学では大学で行われる授業や研究の取り組みを広く知っていただくため公開講
座を行っています。募集期間や定員を設けている講座がありますので、詳細は大学
Webサイトでご確認ください。

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾平野には、
" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から世界へ感じさ
せたいという願いが込められています。

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学総合企画部総務課広報室広報係　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-2021　 Email kohositu@gifu-u.ac.jp

※表示価格はすべて税込です

http://www.gifu-u.ac.jp/about/publication/publications/ibuki.html

岐大のいぶきはWebからもご覧いただけます！


